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概要 

地下街 
※モデル箇所から全国へ 

地下空間 
※準地下街・地下鉄構内・
地下駐車場など 

屋内空間 
※商業施設・オフィスビル・
駅構内など 

全空間 
屋内外シームレス測位 

◆凖天頂衛星の本格運用が開始されると、屋外における位置情報の高精度化が実現される。 これに 
 より、正確な位置情報を活かして、スマートフォン等による、国民との双方向な情報の受発信が実現 
 され、商用面でも、安全・安心な社会を実現する面でも有益となる。 
◆国民は、屋内に滞在する時間が圧倒的に長いので、屋外で実現する位置情報の利活用を、屋内で 
 も実現することが、ユビキタス社会の実現には肝要である。 
◆屋内空間でも、様々な利害関係者が存在する「地下街」において、位置情報を活かしたシームレス 
 測位のインフラの利活用を、防災面から実証実験する。 
◆当該実証実験を通じて、位置情報を活かした新サービスの創出の検討、ならびに、街インフラ管理 
 の最適化を研究、検討する。 
 



し 

シームレス測位基盤の整備 

平成２４年度 地理空間情報活用推進基本計画（案）から抜粋 



 担保された測位（位置情報の必要性） 

■ 携帯電話・スマートフォンにおける測位の課題 
 
 
   
 
 
 
 
   

最近のスマートフォンでは、ＧＰＳ測位のみでなく、ＷｉＦｉデータ利用や電話
基地局のセルＩＤ，さらに磁気方位センサーや加速度センサーを搭載して
いる場合は、そのセンサー情報も利用して、測位範囲を広げ、精度向上さ
せている。その測位のアルゴリズムは、端末メーカー毎に独自に開発して
いる。 

最新のＧＰＳ受信機（ＴＩ社）のアーキテクチャー 

アプリケーション側は、 
測位ソースがわからない。 



■ 公的測位インフラとしてのしくみ 
 
   
 
 
 
 
   

・世界の測位衛星インフラと同等な衛星測位インフラ 
・国も関与した測位インフラである為、送信する位置情報は、国よって担保された 
 信頼性ある位置情報として扱うことができる。 

① 国土地理院 場所情報コードとの連携 
   屋内における基準点の策定のために位置情報点 
   という新たな基準点を策定中。位置情報を提供する 
   ＲＦタグやＩＭＥＳなどは、一定の精度を確保すること 
   で場所情報コードを取得した位置情報点となる。 

② ＪＡＸＡ（暫定）によるＰＲＮ管理 
   衛星測位インフラとして国が管理する立場から 
   ＩＭＥＳ送信機のＰＲＮ（衛星番号）が隣り合わせで重複しない 
   ように一括管理する。 

ＩＭＥＳは、緯度・経度・フロア階の絶対位置情報の送信が原則となる為、異な
る事業者が設置したＩＭＥＳ送信機も1つのインフラとして、だれでも利用するこ
とができる。（ユーザーの利用範囲が大きい） 
 

 担保された測位（位置情報の必要性） 



地下空間データ 

地下空間 
地下街：道路・駅前広場・都市公園などの公共用地の地下に店舗・通路があるもの 
準地下街：舗部分が民有地で通路部分が公共用地の地下のものを準地下街 
デパ地下：百貨店の地下階にある食品売り場を中心とした商店街 
地下歩道 
地下駐車場 
地下鉄 
駅 

地下街 

新宿サブナード：38,362㎡ 

準地下街 

東京駅名店街 
デパ地下 

地下歩道 

駅 
地下鉄 

地下駐車場 



地下街の防災機能整備（対火災・地震・水害など） 

→平面図（フロア図） 
→災害表示 
→避難誘導機能 
 

・IMES設置 

 
・煙探知機データ取り込み 
・シャッター 
・その他 

・水位センサー 
・温度センサー 
 

３G 

Wifi 
 
 

防災センター 

LAN （無線ネットワークも考慮） 

水位センサー 
歩行者ＮＷ 

ＩＭＥＳ 

① 空間情報整備 → 図面入力 → 情報入力 
           
 
 
② IMES設置  防災センサー設置  既存設備接続 
 
 

 
 
 
 
③ 防災端末（関係者が保持）：最適な避難誘導 
  
    

・通路NW 
・IMES座標 
・設備位置など 

IMES測位機能搭載 



地下街の防災機能整備 システム概要 

ＺＩＧＢＥＥ ＡＰ ＷｉＦｉ ＡＰ 
ＬＡＮ 

携帯端末 

IMES/GPS 

通信機能  
 

CPU 
アンドロイド OS 

IMES 

GPS/QZSS 
 

屋外 屋内 

既存防災システム 

連携 

水位計 センサー 

端末位置情報 

各センサ情報 

2.5D MAP 可視化モニター 

防災情報配信 

防災情報連絡 

平常時情報配信 

防災センター防災システム 

シームレス測位 
防災システム 

センサー情報 

位置情報 
状況情報 

防災指示 
業務連絡 

３G LTE 

センサー 



地上との防災連携 

３G 

Wifi 
 
 

防災センター 

GPS/QZSS 
 

防災センター 

Internet 

屋内誘導 

↑災害情報 ↓非難情報 

地上誘導 

防災連携 

館内だけでなく、周辺状況も把握 

屋内も含めた状況・情報集約 

地域従業員、保守員、消防、警察など
が専用端末を保持する。 
非常時の誘導人員となる。 

防災端末 
●QZSS通信機能 
●QZSS/IMES受信機能 
●防災MAP組み込み 
●状況通知機能 



B3F 

B2F 

B1F 

動態軌跡情報 

建物の３次元化 
• 図面入力  
• モデリング 

出力 

消防防災との連携 

（通信） 

LTE、３G 

指令本部 

現地指揮車 

操作端末 

（ID,X,Y,フロア階） 
【機能】 
・ 隊員検索 
・ 属性表示 
・ 隊員リアルタイム位置表示 
・ アラーム機能 
 
【管理者】 
・ 隊員編成管理 
・ 隊員-DRM 対応付け 
・ 通信 Ｉ/Ｆ 

（将来構想） 
 
 ・ 広域管理 
 ・ 地域の３次元モデリング 
 

実証実験： 
・平面図ベースでの位置表示 
・フロア図切替、複数図表示 等 

平面図出力 

© NTT空間情報 Corporation 2012 

IMES 

2.5次元情報 

http://www.iconarchive.com/show/vista-hardware-devices-icons-by-icons-land/NetBook-icon.html


シームレス測位インフラの利活用 
 



（参考）シームレス測位ビジネスモデル 

消費者 

携帯電話メーカー 

機器 ¥ 

¥ 

情報 

¥ 

消費行動 

¥ 

賃貸料 

位置送信機メーカー 

¥ 設備費 機器 

位置情報サービス事業者 
 

情報 ¥ 広告費等 

国（警察・消防他） 

登録情報 
・座標 
・必要情報 

情報 

保守体制 

地下街運営会社 

位置情報 

緊急通報 

緊急通報 

シームレス測位活用の 

為に十分な連携が必須 

携帯電話キャリア 

店舗オーナー 

ビルメンテナンス 

マーケティング 

社員・モノ動態管理 

シームレス測位インフラの活用が期待できる業務 

¥ 情報料 

管理組織 

防災対策 

情報 従来にない有効情報 



（参考）シームレス測位インフラのシステム（拡張性） 
 

防災導入 専用端末機 

 
 
 
 
 
 
 
IMESインフラ整備 
 
 
 
 
 
 

 
 
スマートフォン 
 IMES対応 
 
 
 

グローバル連携 

新サービス導入 

セキュリティ業務 
メンテナス業務 
他の業務利用 

 
専用端末機 
 

異業種連携 

共通測位インフラとして、将来、様々な利用が可能 

最初の投資 

増設 



IMES 送信機 LSI 

IMES LSI 搭載モジュール 

IMES モジュール 搭載ユニット（単独型） 

IMES モジュール 搭載ユニット（商業施設設置型） 

（参考）ＩＭＥＳ送信機 

【課題】 実用化に向けての課題 
・設置工事費用の軽減 
・非常電源など非常時利用対応 
・屋内環境特性への対応性 
・集中監視機能 



（参考）液面計測センサー 

８０ｃｍ～６ｍ 

８０ｃｍ 

センサー 
ＺＩＧＢＥＥ 

天井 

位置情報 
   ＋ 
 水位情報 

１ｍ以上離す 


